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関西体育心理例会通信４号をお届けします。

今回もまた、例会開催連絡時において、私のPCの操作ミスで、会員の皆様に同じメールを何度も送付し、返信ができないとの事態を招いてしまいました。この場を借りて、深くお詫び申し上げます。

さて、平成１７年度第１回例会は、５月２８日（土）、近畿大学会館（、午後５時３０分～７時４５分）にて開催されました。今回は、急遽、私が指導、授業、臨床の中で、日頃考えている「アストリートのこころの成長」について話題提供させていただきました。まとまったものではありませんが、アストリート自身の「物語」の中に、こころの成長がどのように語られるのか、また、こころの成長として捉えられる語りが自身のライフスキル獲得とどのように連鎖するのか、といったことを考えて見ました。

参加者は１３名、新しい年度らしく、若さあふれる院生や新進気鋭の研究者の新たな参加もあり、何か新鮮な息吹を感じることができました。討議は、語ることのできない事例への関わり方、そこでなされたバウムテスト、こころの成長、成熟、個性化、同一性の獲得、そしてレポートとして提出された二人の「スポーツ体験を通じての自己物語」とライフスキル獲得についての調査資料をもとに、ナラティブ・アプローチという視点から幅広く意見が交換されました。同時に、スポーツ体験がどのように私たちのライフスキル獲得に関与することができるのかといった重要な心理・社会的役割についても討議することができました。

例会後の懇親会には、新しい参加者を囲み、今後のスポーツ現場へのナラティブ・アプローチのあり方、アストリートの心理的成長についてさまざまに意見を交わすことができました。その後、道頓堀の喧騒を避けるかのようにぶらりと法善寺横丁に行きました。狭い横丁には石畳が敷かれ、そこには昔懐かしい面影が残っていました。なぜか心安らぎ、ほっとした感覚をもったものです。苔むした水掛不動さんにそれぞれがそれぞれの思いでお参りし、楽しいひと時を過ごすことができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（世話人　津田忠雄）
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───────────────────────────────────────────
【1】平成１７年度　第１回例会要旨報告
　　「アストリートの心理的成長　－自己物語とライフスキルの獲得－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津田忠雄　近畿大学健康スポーツ教育センター
───────────────────────────────────────────
真摯な体験をもつアストリートは、自分自身を生き生きと語り、その心の成長を物語ることができる。ここでいう真摯な体験とは、「勝った、負けた」といった競技成績・結果に焦点づけるものではなく、その競技プロセスにおいていかに努力し、創意工夫したか、また、大げさかもしれないが全身全霊を競技に傾けることができたかという視点である。

ナラティブ・アプローチ(narrative approach)によるアストリート研究においても、半構造化インタビュー後の感想として「多くのアストリートはよく物語る、語りたがっている」ということを見聞きする。私が卒論で指導した何人かの学生も、異口同音にそのことを語る。彼らの言葉を借りれば「よくしゃべってくれる」「何か、自分のことを聞いてもらいたいみたいだ」「語りながら自分を見ている（感じている）」「語る内容が豊富で、次から次へと話題がでてくる。語ることによって自分を確認し、新しい自分を見出しているかのようにも思える」などなど、驚くほど、彼らは自分の語るとき、雄弁になり、そこにこころ打つ物語が生じると言う。

　

一方、真摯な故、戸惑い、袋小路にはいったアストリートは、自己を語る言葉を探しながらも物語ることができないことがある。カウンセリングに訪れる競技場面からの離脱を考える選手は、初期の面接段階では、言葉も少なく、応答も曖昧である。思っていることが言えない、言えることが思いつかない、といった状況だろうか。語るには、自分の心の中にあるもう一人の自分との距離がちょっと必要だと感じるときがある。混沌とした中に、長い沈黙の時間が流れる。そんな時、私は意図的に自己の物語や逸話を語りかけることがある。語りは私から、選手に手渡され、選手が語りはじめ、物語が生成されることがある。

　

今回は、クラブを離脱することを決心した競技者の事例と、授業時に課したレポートや資料をもとにアストリートの心理的成長を考えてみた。まとまったものではないが、多くの語りが、自己（アストリート）のこころの成長を問いかけている。

レポートの題目は「スポーツ体験を通じての自己物語」である。受講生全員が競技体験を持ち、現在（大学３～４回生）もまた、ほとんどの学生が何らかの形でスポーツに関わっている。

「語る行為」と「書く行為」、つまり、空間に語られる言葉、音声と、レポートに記される言葉、文字とは、その他者との関係性においてけっして同質のものではないが、書き手の多くは、常に読み手である私との関係性の中で、物語を生成しているかのように感じる。多数（９６部）のレポートを読み終えたとき、そこには、野口裕二（1999）が「自己を語ることが自己という現実を構成する。私はどのような人間であるかという自己像は、自己を語る言葉によってより確かなものとなる」と述べる世界があり、受講生の多くが、書く行為によって、自らの現実を再構成し、新たな自己、これからの自己を実感しているかのように感じることができた。書き手の手の内に語りがあり、言葉（文字）は語り、客体化され、生きた語りの中で、自己の物語が生成されると考えられる。

レポートの多くは、スポーツとの関わりと自己の心の成長について語られる。それはまた、自己自身のライフスキル獲得にも連鎖することが示唆される。いくつかの「語り」を紹介しよう。

「スポーツというものはただ体を動かすだけや、健康のためだけのものではなく、交友関係、礼儀、協力する事の大切さや素晴らしさや難しさ、人間形成、技術、努力する事、感謝の気持ち、人としての筋道など、まだまだ他にも得られるものは多く、目に見えないもの、表現できない方がたくさんあるが、こういったスポーツしているからこそのメリットがあるから人の心を動かすことが出来るのであり、人間の生活と密接に関わっているのだと思う。自分の体と頭を使って得たものや覚えたこと、感じたことは、机に向かって教科書やノートを開く事と違い、忘れる事はなく、身に付き、一生の財産になるのだと私は思っている」　　　　　　（男性、小：体操、陸上競技、中・高・大：バレーボール）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「自分の今までの人生の中でスポーツを通して得たものは数えきれない。それがスポーツの技術であったり、人としての礼儀であったり、たまたま友人であったり、さまざまなものがある。それをスポーツの時だけで発揮するのではなく、社会にでてもスポーツで学んだことが実践できる人間になっていきたい」

（男子、小：少年野球、中・高・大：バレーボール）

「人間は何かしら問題にぶち当たる。といって、逃げてばかりいられない。どうすれば解決できるのか考え、時には嫌なことも乗り越えなければならない。今まで、○○で「やればできる」と自分を信じて頑張ってきた。そして、行き詰ったもの・苦労を乗り越えた先には、自信に満ちた自分と喜びがある。私は、いつまでもその気持ちを忘れず何事にも取り組みたい。また、学校と練習でハードだった毎日を乗り越えてきた集中力も忍耐力もこれから生かしていきたい。他にも自然に身についたことは、○○を辞めた今でも、心の財産として残っている。スポーツとともに歩んできた人生はとても長いが、その経験は心の成長とも関わってよい人生が形成されたと思う」

（女性、四歳から○○）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

語られる自己成長物語は、自己のライフスキル獲得に連鎖をすることが示唆されると言ったが、その多くは「語る」ことによって、自己の成長、あるいはライフスキルに関して、自己の中に明確に取り入れるようである。

ある学生は「自分の人生を振り返ってみると、一気に自分の今までの人生がスポーツ一色に染まった感じがした。些細な出来事も物語の一部になり、小さな出来事でも自分なりに物語化してしまうというか、味付けしてしまうというか、嘘まではいかないが、大げさに表現してしまいそうになった部分もあった。過去のことなどを書こうと思うと、自然と自分の中でストーリーを作っていて、それに合わせた事柄を思い出していている」と言う。

物語は、出来事の組み合わせと筋立ての中で、秩序立てられ、ストーリー化される。もちろん、物語は、物語的文脈と枠組みの中で語られ、展開し、統合される。

「自己物語とは、誰もが物語的文脈を生き、その物語的文脈に沿って、出来事を理解・解釈し、自己の体験や経験を意味づけることによって、自らのとるべき行動を決定していく物語のことであり、一貫性のある安定した自己を感じることができるのである。また、一定の物語的枠組みがあるために出来事に対して意味づけをすることができる」と言い切る学生もいる。どこかで拾ってきた言葉だと言うが、的確な指摘でもある。

アストリートのライフスキルの獲得は、語る自己物語の中に垣間見ることができる。ここでは詳しく例を示すことができないが、スポーツ体験が真摯であればあるほど、物語は自己に組み込まれ、そして語られ、ライフスキルの獲得と連鎖すると考えられた。ただ、アストリートの物語は、自らが生成した物語ではなく、他者（監督、コーチ、家族、マスメディアなどなど）によって与えられ、時には身動きができなくなる物語に支配され場合がある。ナラティブ・セラピーにおけるドミナント・ストリー（dominanto story）と表現されるものであり、十分な考慮が必要である。

─────────────────────────────────────────
【2】平成16年度 第３回関西体育心理例会感想　
－スポーツによってライフスキルはがどのように変化していくのか－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相馬　幸樹   大阪体育大学大学院

─────────────────────────────────────────
今回、初めて心理例会に出席させていただいたのですが、私がもつ体育心理例会のイメージとは異なるものであった。例会が始まるまでは、講義形式で進められていくと思っていたのだが、実際は講義形式のその様なスタイルではなく、発表者が話題を提供する中、それについて順次、ディスカッションしていくといった形式であった。今回は討議が進むにつれ話題は、「スポーツによってライススキルがどのように変化していくのか」といった焦点に絞られた。それぞれの先生方の研究の立場の相違、また、さまざまな体験から、視点の違う意見がだされ、興味深い討議がなされた。私にとってまさに、新しい体験であり、いろいろな角度から「ライフスキル」についての考え方を学ぶことができた。

　

それによって、今回のポイントであった、「スポーツによってライフスキルがどのように変化していくのか」という事について、心理における様々な分野の方の視点からライフスキルについて聞く事ができたのは非常によかったと思う。

さて、「スポーツによってライフスキルはどのように変化していくのか」という事なのだが、それについて私なりに語ってみたいと思う。

　

私は社会人野球まで野球をしたのだが、その時の監督である野村監督に言われた言葉を思い出した。監督は常々「人間的成長なくして技術の進歩なし」と言われていた。それは、「ライフスキルの向上なくして技術の進歩なし」というように捉えても言いと思う。何が言いたいかというとスポーツで道を極めようとした時に必ず、そのスポーツとは関係なく人間の本質的な部分の向上が必要不可欠になってくるという事である。これは実際私も感じることである。人間的に未熟な時よりもそれを乗り越えた自分の方が、プレイにも幅が出てくるし、スポーツ選手として不思議とレベルが上がっているのだ。しかし、このような状況になるとは一概に言う事ができないので難しいのだが、これらを突き詰める意味はあるように感じる。又、私の選手としての経験で言うと、高校、大学、社会人とチームのレベルが上がるにつれて、「思考力」といったようなものが身に付いているような気がした。そして、その力をライフスキルとリンクして考えてもおもしろいのではないかと思う。
　

このように、「ライフスキルとスポーツ」というキーワードでも自分の中で、考えたし、振り返る事ができたので、他のスポーツに関わる、イメージだとか、リラックスと言ったような心理的側面のキーワードを同じような観点で掘り下げ、真実に近づけていくのが研究ではないかというようにも感じた。まだ、自分の中でのスポーツ心理学は始まったばかりなので、これからたくさんの研究者やスポーツ選手に出会っていろいろな話を聞き、学び、今、作成中の投手の心理競技能力に関する質問紙を、スポーツ現場で使われやすく、わかりやすいものを提供できるようにしていきたいと思う。

最後になりましたが、今回、関西心理例会に出席させていただきありがとうございました。
相馬　幸樹（そうま　こうき）大阪体育大学大学院スポーツ科学専攻
船橋市立高等学校、大阪体育大学、シダックスで、投手として活躍。その後、中央保健センターに勤務。夏の甲子園、秋の国体では、ベスト８。大学では、最優秀賞１回、ベストナイン２回。リーグ無失点新記録（６４と２／３インニング）達成する。シダックスでは、ベイブルース杯優勝、都市対抗野球大会準優勝に貢献する。投手のためのメンタルﾄﾚｰﾆﾝｸﾞプログラムの開発を研究課題とし、現在、投手の心理的競技能力に関する質問紙の作成（Soma’s  Pitchers　Skill SPS-1）している。
───────────────────────────────────────────
【３】「米国ウェストバージニア大学のCHAMPS・ライフスキルプログラムについて」
　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　　　直井愛理　近畿大学健康スポーツ教育センター　
───────────────────────────────────────────
今回、初めて関西体育心理例会に参加させていただきました。アスリートの心理的成長というテーマのもとで、大学の運動選手のライフスキルをどのようにサポートできるか、改めて考えさせられました。この通信では、米国で行なわれている、CHAMPS・ライフスキルプログラムを紹介します。

CHAMPS は、Challenging Athletes Minds for Personal Success の略語で、NCAA (全米大学体育協会財団) が運営しています。現在512の大学がCHAMPS・ライフスキルプログラム のメンバーで、各大学がこのプログラムを利用し、運動選手のライフスキルの向上に貢献しています。私が4年間在籍したウェストバージニア大学もこのプログラムに参加しており、大学の運動選手のライフスキルの向上を目標に教育をしています。ウェストバージニア大学のCHAMPS・ライフスキルプログラムは、新入生と転入生の運動選手全員が４ヶ月間受講します。講師は、スポーツ心理学の博士課程の大学院生です。週1日のクラスで、１回の講義は50分。このクラスの目的は、(1) 大学生活に馴染めるようにする、(2) 自己管理、自己マネージメント、自己発展に必要なライフスキルを養う　(3) ライフスキルと大学教育・経験の繋がりを理解する　(4) 大学のさまざまなサービスを把握することです。

クラスの前半では、学生が大学の環境に慣れるために必要な情報を提供します。大学内のさまざまな施設（図書館、保健管理センター、学生相談室、教務課など）を、キャンパスの地図を見ながら説明します。そして、遠征や試合などで授業を欠席する時に提出する手紙の書き方、Ｅメールの使い方、クラスの登録方法などを詳しく教えます。アルコール・薬物に関する知識も大切なトピックの１つです。NCAA は、定期的に運動選手の薬物検査をおこなうこともあるので、薬物に関する知識は必須となります。アルコールや薬物の講義を行なうときは、大学の健康センターから専門家を招き、講義をおこないます。その他、学生は、大学内でよくあるデートレイプの知識（法律やその他の結果を含む）、性病、ギャンブリング、スポーツ栄養学、摂食障害などの健康問題を学びます。ストレスマネジメントやタイムマネジメント、勉強方法なども運動選手にとって大切なライフスキルとして教えられます。特に、試合や練習で忙しい時、どのように勉強してテストに備えるか説明します。高校よりレベルの高い大学教育の中で、どのように勉学と運動の両立をおこなっていくかが大きな課題となります。

ウェストバージニア大学の一般の新入生や転入生も、このようなライフスキルのクラスを取得しますが、このCHAMPS・ライフスキルプログラムは、運動選手用に少し改良されています。例えば、（１）遠征中の学習時間の確保の方法、（２）薬物やアルコールがどのようにパフォーマンスに影響するか、（３）運動選手にとって、どのような栄養が大切か、など、スポーツ選手に大切な情報を用いながら教育しています。また、ある一定の大学の成績をとらないと試合に参加できない決まりがある米国では、選手用の勉強室や家庭教師を用意し、選手の勉学をサポートしています。

新入生、転入生、留学生の選手は、希望と不安を多く持って新しい大学での生活を始めます。新しいコーチやチームメート、寮生活、新しい友人、食生活の変化など、環境の変化に適応しながらスポーツと勉学を両立していかなくてはいけません。そのためにも、このCHAMPS・ライフスキルプログラムは、大学の運動選手の心身の成長を長い目で考えていると思います。選手が大学を卒業後も、大学の運動の経験を生かし、社会で活躍していけるように教育していくこと。これは選手をサポートしていく専門家すべてが常に考えなくてはいけない大切な課題だと思います。CHAMPS・ライフスキルプログラムに関する質問がありましたら、直井（airinaoi@kindai.ac.jp）までお願いします。

直井愛里（なおいあいり）　近畿大学健康スポーツ教育センター　講師　
米国ウェストバージニア大学にて教育学博士（スポーツ心理学）を取得．専門はスポーツ心理学（受傷選手の心理），運動心理学（運動とメンタルヘルス）．国際応用スポーツ心理学会（AAASP)認定コンサルタント．‘92年全日本大学対抗テニス王座決定試合（団体戦）優勝，’93年国体3位の経歴を持つ．
────────────────────-──────────────────────────
【４】リレーコラム　　　　「大学体育とこころへの援助」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田啓稔　大阪電気通信大学
──────────────────────────────────────────────
関西体育心理例会通信を楽しみにしている私がコラムの執筆！かなり重責だと感じつつ、思いつくまま書こうと思います。

LD（学習障害：Learning Disability)、ADHD（注意欠陥・多動性障害：Attention-Deficit　Hyperactivity Disorder）、アスペルガー症候群（Asperger syndrome）などと診断される子どもは、小学校の教育現場で、クラスに一人というのも珍しい状況ではなくなってきたようです。大学授業でのスポーツ指導においても、仲間を作ろうとしない、あるいは仲間に入れない学生が増えてきていると感じているのは私だけではないのではないでしょうか。もちろん、この学生たちが上述したLD、ADHD、アスペルガー症候群などと診断された子供たちとは直接に関連しているようにも思えませんが、発達、発育の段階で、学ぶべき何かを置き忘れてきたようにも感じます。

近年、社会的にNEET(Not in Education, Employment, or Training)が注目を浴びています。NEETの最終学歴で大卒は22.8%（玄田有史　曲沼美恵「ニート　フリーターでもなく失業者でもなく」幻冬社2004）という数字から、大学生の中に予備軍が存在するということが分かります。私の勤務校では、多くの学科がスポーツ実技を必修としています。NEETの予備軍と断定することはできませんが、コミュニケーションを避ける学生に多く出会い、悩むことがあっても当然といえることかもしれません。

このようなことを踏まえ、多くの大学ではスポーツ実習が1年生配当の場合、コミュニケーションを目標とした授業を展開しているのではないでしょうか。1年生の間に身体運動を伴ったグループワークにより、より密接な仲間作りを目指して。その中で、同級生とのコミュニケーションを拒否する学生がいます。教員として友だちとの関係の重要性など伝達するのですが、本人もその重要性については理解を示します。しかし、実際に関わるとなると拒否をします。この様な学生の対応についてカウンセラー・臨床心理士に質問すると必ず「無理してコミュニケーションをとらせないようにしてください。無理な負荷をかけないでください。」という回答が返ってきます。心の専門家としての立場からの回答だと思いますが、教員として「おいおい、本当にそれで良いのか！」という気持ちが心の片隅に残ります。
　

七歳になる我が娘が、補助輪無しの自転車に(やっと)乗れるようになりました。五歳･六歳の間に幾度かチャレンジさせたのですが、娘はちょっとチャレンジしてみて「やっぱり、玉つけて！」というのです。もう無理かなぁと感じていると、小学校に入学し「自転車乗る！」といい、自ら補助輪無しの自転車にチャレンジしました。地面が土の公園で練習したため、穴凹や石で自転車が安定しないにも関わらず、また、ある程度乗れるようになるとビックリするような吹っ飛び方（それはもう自転車が娘の身体の上に乗りかかってくるほど激しく）をするのですが、今までとは違い、何度もチャレンジするのです。『教育の適時性』というのを文献で読み、理解していた(つもり)のですが、目の当たりにして、“すごいなぁ”と感じました。先述のコミュニケーションを拒否する学生の‘適時性’はもう無くなってしまったのでしょうか。

話は少々変わり、大学教育の中で、教員が点呼をする授業というのは、自らの経験からゼミなど少人数クラスを除いてスポーツ実技ぐらいのような気がします。この点呼の間に「視診」をし、‘おかしいな’と感じた学生と話をすると色々な悩みの話が聞けます。

特に入学してすぐの第1回目･2回目は重要で、このタイミングを逃すと、出席しない(できない)学生が多くいます。大学という教育の場は、学生の自主的・積極的な関与により学修できる場であり、来なければ放置しておけばよいのかもしれません。しかし、学生の中には学びたくても何らかの問題により、学ぶ場に参加できない学生も少なくありません。

私は、色々な悩みを持つ学生が大学体育の中でさまざまな形であらわに自分自身を表出することを実感しています。だからこそ、彼らのさまざまな悩みを大学体育で早期に発見し、また対応出来るのではないかと感じています。しかし、実際の対応に関しては、体育だけでは不可能です。多くの大学では、学生相談室・カウンセラーの設置などをし、大学として対応しているので、それら専門家との連携は重要になるでしょう。人権、プライバシーの問題や個人情報保護法による情報提供の制限など熟慮が必要な部分は多くありますが、学ぶ場に参加できない学生に対し総合的なサポートシステムが必要であると考えています。総合的なサポートシステムとは、学生相談室・カウンセラーとの連携の他に、医務室、学習支援室なども含めた総体（相互支援）を考えています。必要であるという背景には、個別の部署で学生サポートをしても‘焼け石に水’の感があります。

総合的なサポートシステムの構築と同時に、大学体育教育では悩みを持つ学生に対して、個別に学習支援する方法が多々あるように思えます。私は、体育教員として、スポーツにおける身体の技術・技能、体力の向上、健康の保持・維持の理論構築とともに、身体を通じての心へのアプローチ、援助といった視点を明確に持つことも必要であると感じています。それは身心への調和的・総合的援助方法とでもいうのでしょうか。まだまだ考慮すべき点は多いですが、少しでも学生の援助となることを切望しています。

謝辞：執筆にあたり、貴重な助言並びにご指導を戴きました津田先生に深く感謝の意を表します。

次回のリレーコラムは、奈良教育大大学院の木下まどかさんにお願いします。
金田　啓稔（大阪電気通信大学工学部人間科学研究センター、講師）
佛教大学文学部教育学科卒業(幼稚園教諭・小学校教諭免許取得)後、京都教育大学大学院教科教育専攻（体育スポーツ心理学）を修了し教育学修士号を取得。佛教大学総合研究所研究員などを経て現在に至る。

社会的活動：滋賀県立八日市南高校野球部コーチ、滋賀県立高島高校野球部メンタルトレーニング指導、幼児サッカー教室・体操教室など幼児への運動指導など

加入学会：日本体育学会・日本スポーツ心理学会・日本体力医学会・日本社会教育学会・関西教育学会

研究活動：スポーツ活動を阻害する要因を探究し、現在では選手の動作イメージ抽出に奮闘中

───────────────────────────────────────────

【５】事務局より 

───────────────────────────────────────────
　例会の新しい試みとして昨年度より、会員の皆様に隔月に開催している例会についての報告を「関西体育心理例会通信」という形で配信しています。参加できなかった会員の皆様からの声を反映したものです。

今後、体育心理学、スポーツ心理学に関する最新の情報も提供できればと思っております。

　リレーコラムも好評です。今回は、新たにNEWSとして米国での実践経験もある直井愛理先生に、ウェストバージニア大学におけるChamps・ライフスキルプログラムの概要を執筆していただきました。なかなか興味深い資料です。

例会に関するご希望、ご意見、あるいは体育心理学、スポーツ心理学に関する情報提供などは、以下の連絡先までお願い申し上げます。

　尚、次回は７月９日（土）午後５時３０分より、近畿大学会館にて、東山明子先生（関西福祉大学）による話題提供を予定しております。

東山明子：http://www.kusw.ac.jp/tks/tcr/higashiyama/

*********************************************
世話人　津田忠雄
〒577-8502 東大阪市小若江３－４－１
近畿大学健康スポーツ教育センター
TEL:　06-6721-2332　内線 3159
FAX:  06-6726-5202
E-mail: tadao-tsuda@mbn.nifty.com
*********************************************
